
2018年 4月 1日 

6th Asia Insurance Brokers’ Summit に参加して 

 

2018 年 3 月 13 日―14 日の日程でマレーシアの首都クアラルンプールで開催された Asia 

Insurance Review 主催の第 6 回アジア・インシュアランス・ブローカーズ・サミットに協

会の平賀理事長と宮武専務理事が参加。協会から 2013 年の初回以来毎年参加。 

 

協会の年次総会の日程と重なった為、今回は、2日目からの参加となったが、協会の平賀

理事長がキーノートスピーカーとして最新の世界リスクレポートを紹介するプレゼンを行

ったほか、各国の保険ブローカー協会のリーダー達と共に、マーケットの現状と課題をテー

マとするパネルディスカッションにもパネラーとして登壇し存在感を示した。  

 

今回のサミットは、マレーシアの

首都クアラルンプールのマンダリン

オリエンタルホテルで開催。13 か国

から 28 団体・企業が参加、約 130 名

が国境を越えた戦略的なネットワー

クを深めるべく集まった。 

 

テ ー マ は 、“ Digital Savvy 

Broker : Finding a Secure 

Sustainable Niche in the Future 

of Insurance” 「デジタルに精通す

るブローカー： 未来の保険に確固

とした持続可能なニッチ分野を見出

そう！」。 

 

東南アジアおよびオセアニア各国

から保険ブローカー、コンサルティ

ング会社、システム関連会社、行政、

保険会社等幅広い分野から参加して積極的に交流を図っている様子が印象的だった。私た

ちとはすれ違いとなったが、コスモス・インシュアランス・ブローカーズの三浦琢磨代表取

締役も日本から参加された。 

 

情報技術の進歩とそれに伴う社会の変化が進む中で、保険ブローカ―が、時代の変化に対

応して常に顧客のニーズに応えていく為には、保険ブローカ―自身が自己変革を図ってい

14 日、夜行便で早朝に到着したにも拘わらず勢力的なプレゼン

で参加者を引き付けた。 
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かなくてはならない。参加者の多くがそういう強い認識を共有しているように感じられた。

単なる価格競争ではなくブローカーモデルを通して顧客により高い付加価値を提供し続け

ていくことこそが重要という認識も共有しているようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語を共通言語として、アジア各国の保険ブローカーが、それぞれ自国のマーケットで抱

える課題を克服して成長していく為のヒントを求めて、ネットワークを形成して情報交換

と協調連携を通してお互いに切磋琢磨していこうというエネルギーがある種の熱気を発し

ていた。 

 

各国共に、保険ブローカーは大資本傘下の大企業というよりむしろ自らがベンチャー的

な企業家精神旺盛な中小規模の企業が主体で、基盤としている顧客も成長性の高い中小企

業が太宗を占めていて、顧客指向のサービス提供に実績を積んできているようである。日本

企業が多く進出するこれらのアジアの国々の保険ブローカーと、我国の保険ブローカーと

が連携して日本の企業のアジアでのビジネス展開を支援していくことはお互いにメリット

があるものと思われる。保険ブローカー同士の交流が深まるような情報の提供に注力して

いければと思う。 

（文責：日本保険仲立人協会 専務理事 宮武祥夫） 

アジア各国の保険ブローカー協会のリーダーたち。左からマレーシア、日本、インド、オーストラリア、シンガポー

ル、インドネシア、ラブアン IBF 

 




